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岐阜県の

「リサイクル・フォーラム」限りある資源を大切に

「廃棄プラスチック21世紀ビジョン」の要旨紹介

岐阜県の商工労慟施策・新分野、新技術への支援を強化

4月1日から週40時間労慟時代に入る
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限りのある資源を有効に
I 「リサイクル」テーマにフォーラム 1 

名古屋市で講演や事例を発表
限りある資源を有効に…プラスチ Jクのリサイクルをテーマにした『先端技術フォーラム』

が 2 月 17 、 18 日の両日、名古屋市熱田区六番三丁目にある名古屋市丁〗業研究所名エ研ホールで

開催された。

このフォーラムは中部通産局などの後援をえて、人丁知能など先端技術の情報提供を目

的に、毎年テーマを替えて平成 2年度から開催されているもの。今年度はプラスチノク成

形加工槃界に直接関連し、しかも、今日の社会問題になっているプラスチックのリサイク

ル間題が取り上げられた。参加した約300人のプラスチ J ク関係者は講演や事例発表、さ

らには展示会などの行事を通じて種々の情報を交換した。

リサイクルには三つの開発方法

今年度の先端技術フォーラム開催のねらいは

①資源の無駄使いを無くすため、長寿命プラス

チソクの開発訂吏用後の製品中のプラスチック

をリサイクルできる知恵を出し合う③環境にや

さしいプラスチソクの開発④リサイクルできな

いプラスチックは熱エネルギーとして利用した

り、分解して有用な原料に戻す⑤有害な廃棄物

は効率的・経済的に除去するーに焦点を当てて

企画された。

ーヨ

フォーラム開催に先立ち開会式が行われ、実

行委員会の永沢満豊田工業大学教授は「プラス

チソクのリサイクルには、資源として再生する

マテリアルリサイクル、熱エネルギーとして利

用するサーマルリサイクル、さらには環境に優

しい材料開発の三つのテーマがある。こうしだ

資源、環境問題は地球規模で取り組まねばなら

ない重要課題で、関連業界はビジネスチャンス

として捉えていきたい。フォーラムの開催が新

しい技術開発の活性化、経済性を考えたリサイ

廃棄プラスチック21世紀ビジョンを ！ 

テーマに基調講演する糟谷敏秀通産 i 
省基礎産業局基礎化学品課長補佐 i 

し—---------------------------------------------------------------」
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リスパックの現況を発表する多治見係長

クルシステム構築の第一歩になることを期待す

る」と、プラスチソク関係者に呼びかけた。

フォーラムの内容は、 2日間の間に基調講演

「廃棄プラスチソク21骨紀ビジョン」のほか 3

特別講演 けるプラスチック部品の

リサイクル」「生分解性プラスチノクの設計と

応用」「熱回収が最善の道・リサイクルの経済

性について」が行われた。

その講演をはさんで第 1日目は「発泡トレイ

のマテリアルリサイクル」など、 4事例の発表

が行われた。第2日目は午前中に「澱粉系生分

解性プラスチック」など4事例、午後には「廃

プラスチソク発電J［プラスチソク包装容器の

リサイクル」など4事例が発表された。

プラスチックは大変重要な材料

特別講演で関心を集めたのはトヨタ自動車の

横井利男有機材料室長の「自動車におけるプラ

スチソク部品のリサイクル」。この中で横井室

長は「プラスチノクは軽量で高品質な車を造っ

ていくうえで、大変重要な材料であるe 今後、

プラスチック部品を有効に使用、拡大していく

にはリサイクル技術を確立し、的確に対応して

いくことが不可欠である」と前置きし自動車に

使用されたプラスチックのリサイクル技術の現

況を紹介し「各種の方法とも、まだまだ多くの

特設会場でのリサイクル関連機材展

解決すべき課題が多い」と

事例発表では岐阜県からリスパック企画部の

多治見昭典企画課係長「発泡スチロールトレイ

のマテリアルリサイクル」を発表した。

PSPリサイクルに外部援助を

多治見係長は、 PSPトレイは石油産業全体

のわずか 0.1％のウェートに過ぎないのに、環

境間題の中心に取り上げられるようになった経

緯を述べた①リスパックが行ったPSPトレイ

の再生加工②業界のPSPトレイ回収の現況ー

を説明した。

最後にリサイクルを行ううえの問題点にふれ

「回収、リペレソトのコストをそのまま再生ぺ

レットに上乗せした場合、再生品といえども価

格は安くはならない。これは企業や業界の努力

だけでは吸収することは不可能で、とくに再生

品の活用と普及のためには自治体など外部の協

カ、援助が必要である」と訴えた。

次頁にビジョンの「将来的目標」

「廃棄プラスチソク21世紀ビジョン」をテー

マに、糟谷通産省課長補佐が行った基調講演は

廃棄プラスチソク全体を対象に通産省が対応の

あり方を打ち出したもので、ビジョンの中に掲

げられた「将来的目標」を次頁に紹介する。
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廃棄プラスチック21世紀ビジョン -1. 墓本方針

(1) 廃棄プラスチックは、 21世紀初頭にはリサイクルできるものについてはすべて

リサイクルすることを目標とする。

(2) この目標達成のため、個別製品（分野）ごとのリサイクルを一層進めるとともに、

エネルギーの有効利用と廃棄物の有効利用を併せて実現するサーマル・リサイクル

の促進を図る。

2. 現状と最終目標

1) 現状

現在、廃棄プラスチックのうちリサイクルされているのは全体の約 26％であり、

残りは単純焼却 (37%）又は埋立 (37%）によって、再利用されることなく処理

ざれている。

現にリサイクルされているものの内訳はマテリアル・リサイクル 11%、サーマル

・リサイクル 15％である。なお、サーマル・リサイクルにはごみ焼却発電とそれに

よって発生する熱の温水プールなど周辺施設での利用とがあるが、この 15％という

値は主にごみ焼却発電によるものである。

2) 最終目標

(1) 2 1世紀初頭におけるリサイクル目標は 90％とし、埋立処分は 10％以下とす

る。

リサイクル目標 90％の内訳はマテリアル・リサイクル約 20%、サーマル・リ

サイクル約 70％とする。

3) 目標到達の過程等

前記の目標を達成する過程及び手段は以下のとおり。

(1) マテリアル・リサイクル

①より効果的、効率的な廃棄プラスチック回収システムの確立及び再生品需要の拡

大を進める。

②現在行われているマテリアル・リサイクルはプラスチック製品の生産工程から排

出される端材等の再生が主たるものであるが、今後は各種の使用済み廃棄プラスチ

ック、例えば包装容器、包装材、自動車・家電等の部品・部材からの再生を鋭意進

める。

(2) サーマル・リサイクル

①一般廃棄物系廃棄プラスチック

一般廃棄物として排出される廃棄プラスチックは、ごみ滅星化の目的からも可能

な限り回収し、再利用を図るが、回収困難なものについては、ごみの焼却処理の

際発生する熱エネルギーとして回収し、有効利用することで対処することが望ま

しい。
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熱エネルギーの回収、有効利用に当たっては以下のような対応が考えられる。

（イ）人口の多い都市部においてはごみ焼却発電を進める。特に大都市において

は高効率発電を目指す。

（口）人口がそれほど多くない都市部（地域）においても、広域処理の拡大等によ

り、可能な限りごみ焼却発電を進める。

（ハ）より有効なエネルギー利用を図るため熱供給等の熱利用を積極的に進める。

特に、規模が小さく電力回収に適さない地方都市においては熱供給を進める。

（二）分別回収を行っている等によりプラスチック・リッチごみを焼却する場合に

あっては、産業廃棄物系の廃棄プラスチックとともに高効率のエネルギー利用

を図る。

②産業廃棄物系廃棄プラスチック

産業廃棄物系の廃棄プラスチックは、マテリアル。リサイクルに廻されるもの

を除いては、現在はそのほとんどが単純焼却されるか又は埋立処分されている。

2 1世紀初頭までには埋立処分を可能な限り減らすと同時に、単純焼却を無く

し、焼却処理するものについてはすべてエネルギー回収を伴う方式とする。この

ために以下のような対応策を推進する。

（イ）産業廃棄物処理業者による地域エネルギー供給事業

（口）廃棄プラスチックを排出する工場事業場における焼却によるエネルギー回収

利用

（ハ）シュレッダー業者、プラスチック製品の大手ユーザー等による焼却発電等の

エネルギー回収、利用

（二）廃棄プラスチックの固形燃料化、又は油化の事業化促進。事業の実施主体は

前記イ、口、ハに係る事業者の外、既存の燃料供給事業者など多くの業種があ

りうる。

(3) 埋立処分

今後、 (1) 、 （2) のとおりリサイクルを促進することにより、最終的には埋立処

分されるものを 10％以下にするとの目標を達成する。

なお、この目標値は極めて敢しいものであるので、その達成に向けて行政、関係業界

地域住民は今後相当の努力をしなければならない。

3. 中問目標

現在と 21世紀初頭との中間点である西暦 2000年での目標達成率は次のように想定

した。

(1)マテリアル・リサイクルは約 15%

(2) サーマル・リサイクルは約 50%

このうち一般廃棄物系については 40％を、産業廃棄物系は 10％を期待するもの

とした。

4. 今後の政策課題

殻終目標を達成するためには多くの政策的努力が必要である。行政施策と産業界による

取り組みの両面からの対応が今後求められる。
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／鼓阜県の商工労慟施策 I 
新分野・新技術へ支援対策を強化 I 

地場産業の活性化対策も進める一-

中小企業向けの融資制度を拡大

中小企栗の景気は一段と厳しいものがあるが

平成 6年度を迎える岐阜県の中小企栗対策（商

工労働施策）は、どのように展開されていくの

か。岐阜県の一般会計総予算額は、前年度当初

に比べ 7.6％増の 7,562億余円となった。不況下

で県税収入が大幅に落ちる中で、基金の取り崩

しや県債発行により財源を確保、県単独の建設

事業や中小企栗向け制度融資の拡大など、県な

りの景気対策重点の新予算となった。

こうした景気対策とともに、従来からめざす

『夢そだて拠点づくり』を円滑に推進し、新年

度からスタートする『第五次総合計画』を軌道

に乗せていく方針である。

地域経済対策は制度融資に重点

商工労働部が進める商工労働施策の一般会計

予算額は443億731万円、前年度当初に比べ認9%

の増加となった。中小企業金融対策の充実、国

際化の推進、新技術開発の促進、労働力確保対

策の推進などの予算が増加したことによる。

特別会計は97億9,265万円で、 2.8％の増加で

ある。景気の低迷やリストラがつづくなか、地

域経済特別対策として新分野進出等企業活力支

援資金、ベンチャー企業支援資金の創設を含む

中小企業制度融資貸付の融資目標額の拡大、中

小企業設備貸与資金の割賦損料引き下げなど中

小企業金融対策の充実を図っている。

施策全体としては『研究開発立県』をめざし

県内の技術・資源の特性を生かした一層の企業

誘致を図るとともに、試験研究機関の充実強化

県内企業が新製品、新技術の開発を図

ることができる体制を確立していく Cうこのため

し、商工諜の技術関係部門と企業誘

致、新産業の育成を担当している企菜立地課を

統合し［エ槃立地技術課」とする。

商丁労働施策の基本方針と重点事業は①研究

開発立県をめざした産業のハイテク化、ハイタ

ソチ化の推進⑫経済環境の変化に適応する地場

産業の振興対策の推進③小規模企業の育成と商

業振興対策の推進①産業活性化のための労働力

確保対策の推進③経済社会の変化に即応した労

働環境対策の充実ーをテーマに取り組む。主な

事業を見ると。

航空宇宙産業や先端技術を誘致

《研究開発立県をめざした産業のハイテク化

ハイタッチ化の推進》新産党の育成では新素

材、航空字宙、デザインなどの育成を図る。新

素材の分野では、地球環境に与える影響が少な

い新素材の開発に取り組む。超高温極限環境に

岐阜市で開かれたVR技術の総合展
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耐える材料の研究を行う、（株）超高温材料研究セ

ンターを研究開発拠点として PRするため、引

き続いて超高温材料シンポジウムを開催する。

航空宇宙分野では、わが国最大の宇宙国際会

議である宇宙技術及び科学の国際シンポジウム

の開催準備を行うほか「かかみがはら航空宇宙

博物館整備事業」に対し助成を行う。

新技術開発の促進では研究開発立県をめざし

て、試験研究の充実強化、新技術開発の促進を

図る。科学技術の振興及び産業の発展に資する

ために、岐阜県科学技術顧問を設置して、科学

技術振興方策の提言を受けるほか、未踏科学技

術開発のため東京大学へ職員を派遣し、また、

未来型素材のインテリジェント材料の開発と利

用のため「賢材研究会」を開他する。

さらに技術革新の進展など中小企業を取り巻

く厳しい環境の中で、技術力の向上により製品

の付加価値を高めるため、先端加工技術の実用

化研究を行う。県内中小企業と試験場との共同

研究開発も行う 0

VR技術を核に頭脳立地を推進

立地基盤の整備では、産業分野における頭脳

部分の導入・集積を進め地域産業の高度化を図

るためVR （仮想の現実感）を核とした頭脳立

地構想を推進し、 VR技術を活用した製品開発

岐阜市に完成した岐阜県県民ふれあい会館

が図れるよう（椋VRテクノセンターヘの出資金

を増額する。

中小企業集積活性化事業を行う

経営基盤の充実では、近年の厳しい経済環境

の変化に対し、中小企業が技術、資源等の集積

を活かし、新製品・新技術の開発や新分野の開

拓を推進するため、特定中小企業集積活性化事

業を展開する。また、地場産業活性化奨励事業

により、地域経済の発展と地域中小企業の振興

に寄与する活性化事菓に助成する市町村事業を

支援する。

技術力の向上では、地場産業として産地を形

成している中小企業集積を活性化させ、地域技

術の高度化、新分野進出を効率的に推進してい

く支援技術を開発する。

人材育成の強化では、環境変化に中小企業が

柔軟かつ的確に対応するためには、人材確保が

不可欠であることから、組合などが行う人材の

定着・確保・養成の事業に助成する。また、先

端技術開発研究を進めるなかで創造的な技術者

の養成を図る技術パイオニア養成事業を行う。

「岐阜ブランド」の確立をめざす

中小企業金融対策の充実面では、ベンチャー

企業等支援資金、新分野進出等企業活力支援資

金を新設するなど中小企業の体質改善、新分野

への積極的な進出を促すとともに、景気の低迷

局面の中で緊急経営支援資金により中小企業者

の業況回復、経営安定に配慮し、景気の浮揚を

積極的に図るために中小企業制度融資貸付金の

融資目標の拡充に務める。

県産品販路の拡大及びブランド化・高付加価

値化の推進では、岐阜ブランドを確立すること

により優れた県産品の販路を拡大し地場産業の

活性化を図る。
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週40時間労働時代へ
4月1日の改正労基法の施行で

改正労働基準法の施行で4月1日から『法定

労働時間は 1週40時間（現行44時間） 1日8時

間』となる。製造業に規定されるプラスチック

成形加工業の 300人～10人の事業場は今後3年

間（平成 9月3月末まで）は『40時間を超え44

時間以下』の範囲内で猶予措置が取られるが、

時間短縮へ早急な対応が待たれる。

また、製造叢など6業種のうち常時10人未満

の労働者を使用する事業場は、猶予の経過措置

として平成6年4月1日から 1年間に限り『 1

週46時間、 1日8時間』が認められた。

このほか①従来3カ月単位の変形労働時間制

変形期間が延長され、労使協定を要件に最長 1

技術向上奨励費補助金
し一 県工業技術センターで受付ーニ
岐阜県商工労働部は、 4月1日から20日まで

『中小企業技術向上奨励費補助事業』の対象企

業を募集している。新製品、新技術、公害防止

省資源、省エネルギーなどに関する研究開発や

その試作に対して補助金が交付される。

対象は中小企業者及び法人資格をもった団体

で対象経費は①原材料及び副資材の購入②建箔

物の建設、改良や借用、修繕の経費③機械装置、

工具及び器具の購入、試作、改良などの経費④

工業所有権の導入経費◎外注加工経費⑮技術指

導の受け入れ経費ーなど。

補助率は対象経費の 3分の 1以内、補助額は

1件当たり 100万円から 500万円の範囲内。受

け付けは岐阜県工業技術センターと 5試験場で

5月中旬のヒヤリングの後、 6月上旬に採択の

可否が決まる。

年となった②年次有給休暇は雇い入れ後の最初

の付与要件が、継続勤務 1年から半年に短縮さ

れた③従来 2割 5分以上とされていた休日労働

（法定休日）の割増率が3割 5分以上となった

時間外労働は従来どおりーなども改正された。

なお、従業員 300人以下の事業場に対し講じ

られてきた初年度 8日とする最低付与日数の経

過措置は、平成6年3月末で終了した。したが

って、平成 6年4月1日からはすべての事業場

において年次有給休暇の付与日数は10日となっ

た。パートタイム労働者の比例付与は、通常労

働者の年次有給休暇の勤続要件が変更されたこ

と、また、比例付与の根拠となる通常の労働者

の所定労働日数を実態に合わせて、 6日から

5.7日に変更したことにより、それぞれ勤続年

数及び付与日数が改正された。

PL法案の策定に着手
L―政府、責任期間10年で調整___J

政府は欠陥製品による消費者の被害救済をめ

ざす『製造物責任 (PL)法案』の本格的な策

定作業に入った。今後、首相の諮問機関である

国民生活審議会が昨年の12月にまとめたPL制

度に関する答申をベースに、 4月中旬をメドに

法案をまとめ、今通常国での成立をめざす。

各機関の審議の段階では、欠陥製品を作った

期間が焦点になっているが、法案作りの主体と

なる経済企画庁は、生活審が示した「製品の流

通開始後、原則10年間」という案を軸にして、

関係省庁と検討を進める方針である。

法案の検討は、企画庁をはじめ法務、通産、

厚生、大蔵など9省庁が参加して進める。これ

まで主担当官庁をめぐり、各省庁間で綱引きが

あったが、 3月初めの閣議で企画庁が中心にな

って法案を作成することになった。
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実技技能検定は 6~8月に実施

3級技能士新設で10月に模擬試験行う

工業組合は岐阜県職業能力開発協会から委託をうけ、岐阜県工業技術センターで『平成

6年度のプラスチック射出成形技能検定』を実施する。組合では受検申請を進めており、

例年どおり受験者数は多い。

とくに今年度からプラスチック成形の技能検定に『3級技能士』が新設され、 10月に予

定される後期技能検定で模擬試験を実施し、平成7年度の前期技能検定から正式に実施に

移されることになった。

検定に先立ち 6月に特別講習会

昨年度のプラスチック射出成形の技能検定は

2級38人が実技と学科の両方を受けて 5人合格

し、 12人が学科だけを受けて 6人合格、実技だ

けは13人が受けて 3人が合格した。 2級の受験

者に対する合格率は22%、また、 1級は 7人受

検したが合格者は無く、技能検定の門は厳しか

った。

ごとしの実技試験問題公表は 5月31日で、組

合から受験者に直接、郵送される。実技試験は

6月下旬から 8月上旬にかけての平日、岐阜県

工業技術センターで行う。この実技試験に先立

ち、全受験者を対象に『特別講習会』を 6月中

旬か下旬の平日 3日間、岐阜県工業技術センタ

ーで開き、基本からみっちり勉強してもらう。

学科試験は 8月28日に岐大で

また、学科試験は 8月28日（日）に岐阜大学

で行われる。合格者の発表は、 10月6日（木）

岐阜県公報に掲載され、県・岐阜県職業能力開

発協会から通知される。

学科試験は今年度から多肢択一方式 (1・ 2 

級とも①問）となり、一つの問題から正しい答

一つを選ぶ方式に改正され、従来の減点方式を

改められ、受検者に有利になった。

なお、受検手数料は実技試験が1級・ 2級と

も13,800円、学科試験は 1級・ 2級とも 2,600円

で、いずれも前年度と同額である。

また、特別講習会の受講料は組合員 5,000円

アウトサイダーは25,(XX)円を予定している。

三菱化成のエンジニアリングプラスチックス
ナイロン鬱詣 ポリカーポネート樹編

NOVAMID NOVAREXR 
PBT樹詣

- / 9、ミ 9t-—ノ9、レ，クス＿ 塑塑OU,．9
中ポリエチレン 裏圧ポリエチレン

ポリエチレンNOVATECNOVATEC-L 

人本社：竺雪翌t:
'＇, 

-9 -



豊かなデザイン一 5

先日、東京の東急ハンズというモノを作る為

の材料を得る店へ行った。その材料の種類の多

さと人混みに発狂しそうになった。こんなにモ

ノが溢れている世の中では出来上がったモノを

買ったほうが安いのに、それでもわざわざ創る

ものは何故だろうか。

最近、写真家を目指す学生の中でも記念撮影

的な写真がとても多いという。一番良く撮れた

モノを提出しに来たときに、その写真を裏返し

て学生に、君は何を撮ったかと聞くと［家を撮

った。」と言う。じゃあその家の側に何があっ

た？電信柱は撮ったかと聞くと「電信柱？写っ

てたかなぁ。」と覚えていない。カメラが未熟

だった時のファインダーを覗く喜びや現像した

ときの感動する経験がないために視点も安易に

なってきているようだ。簡単に撮れる、すぐに

見ることが出来るというカメラそのものの便利

さからくることの現れかも知れない。

便利なモノ、簡単なモノが増え、押すだけ、

入れるだけと、どんどん手作菓はそがれてきた。

創り出す喜び、発見する惑動、作業する面倒は、

自分達で努力しないと見い出せなくなった。そ

の面倒を買ってでもしたいというのは便利さの

中で失ってしまった体験を取り戻したいと言う

現れなのだろうか。

また、確かにモノも豊富にあるが欲しいモノ

がないのも自分で創りたいという理由の一つに

あると思う。様々な情報を自由に得ることが出

来、外出しなくても雑誌や通信販売の本でモノ

ー経験できるデザイン一

を見ることができる。どこのモノも万遍なく

えず見ていると、どれも変わりばえしないよう

な気がしてくる。このように視覚的にも飽満し、

もがデザインを気にするようになった今、

も持つことが出来ない自分なりのモノが欲しく

なってきている。

それは、ただモノとしてのオリジナルなもの

が欲しいのではなく、自分の手で付け加えられ

る部分による行程のオリジナル性、その行為に

よって得た発見、創造する感動を伴ったモノで

なくてはならないと思う。

いままで、モノを主体にモノを良くする為に

デザインされてきた。ここでもう一度、人間に

とって何が必要なのかをあらためて知る必要が

あると思う。いままでの多機能や便利差という

のはモノのための付加価値であって、人間のた

めに本当に必要なデザインだったのだろうか。

モノ自体が 10 0パーセント完全なのではな

く、人間がそのモノに関わることによっで完成

されるようなモノ、そのデザインに関わること

によって豊かな経験をする事が出来るようなデ

ザインが必要になってきていると思う。

［岐阜県工業技術センター f u I ] 
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組合員の工場訪問

不況で延期した新工場建設をめざす

1 服部化学工業 I

今回のー［場訪問は、美濃市横越19にある服部

化学［業（服部智敏代表、資本金 500万円）を

訪ねた。丁場は東海北陸自動車道の美濃インタ

ーチェンジに近い長良川右岸沿い。というより

も県中濃総合庁舎の対岸といった方が判りやす

ぃ。一帯は古くは和紙づくり、近年は関刃物の

下請加丁地幣として栄えた地域である 2

工場は堤防道路を少し入った山と川に囲まれ

た横越部落。服部さんは「こんな狭い丁場にJ

と言いなから、創業から 4匝も増改築を重ねた

T場の歴史を説明する。

創業はコンプレッションの時代

創業は昭和37年。業界の中でも古いのコンプ

レ／ションの技術をもっていた服部さんの父・

ー兄（故人）さんが、刃物の柄を成形し始めた

のが最初。農家を改造しだ工場で 200}、／コンプ

レソションが6台もうなりをたて、高校生の頃

からよく手伝わされたという Q

しかし、時代の変遷、服部さんが家業を継ぐ

と非能率なコンプレッションは衰退、昭和40年

代にはインジェクションヘと移り変わった。昭

和46年、 49年、 61年と受注内容に応じて新しい

インジェクションを導入、そのたびに成形工場

を増改築（合計 300平方；］と他に倉庫） し、こ

の姿になったという。現在は狭いながらも50'

から 330卜／まで6台が並ぶc

入手した用地は美濃テクノの南

祈しい成形機が入り、 目はすっかり変

わった。自動車、家電、冷機などの関連部品で

「二菱のエンブレム・ダイヤの赤ピースは、全

部ここで成形しています」と誇る。また、近年

は付加価値を高めるため、部晶の簡単な組み付

けやホットスタンプを手がけているc

「好調な受注に支えられてきた増改槃も、こ

れで打ち止めにしようと、 2年前に新工場建設

を考えた。ところがハブル不況で受注ば激減、

操業を 3直から 2直に落とし、従業員も 9人か

ら6人体制に減らすなど、すっかり計画が狂い

ましたよ」と話し続ける。

新工場の建設予定地は武芸川町

に近い笠神地内1,650平方；、しc 工場

建設が進む美濃テクノパークの南

という立地条件に恵まれたところ。

すでに用地を入手し、服部さんは

「転用許可もおりている。このとこ

ろ景気に薄日が差し、回復の兆し

が見えてきた。機会をとらえて着

工、受注先の要望に応え、同時に

企業の安定を図りたい」と意欲に

相次いだ増改築で、成形機や金型でぎっしりの工場 燃える。
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事務局だより
会員と事務局を結ぶページ

□5月27日に岐山会館で総会を開催［口

平成 6年度の新事業計画やその事業予算を決

める工業組合の『第26回通常総会』と『プラス

チソク・デザイン協会第32回通常総会』は、 5

月27日（金曜日）に岐阜市日の出町にある岐山

会館で開催予定しております。

当日は午後3時から役員会、 4時から総会を

開催し、そのあと 4時40分から経済講演会（講

師は岐阜信用金庫調査部長、村岡高志氏）を計

画しております。

講演会の後は懇親会で、会員相互の情報交換

の場を設営させていただきます。一人でも多く

総会に出席され、議案審議に、また、懇親会に

参加され、交流・親睦の輪を広げてください。

口労慟保険の事務委託と更新の事務口

全事業所に適用されている国の労働保険には

『雇用保険』と『労災保陰』があり、工業組合

では事務委託をしておりますc 代行を希望され

る組合員は事務局へご連絡ください。

すでに委託されている組合員は、新年度の更

新を行いますので、保険料算定基礎となる賃金

報告 (2部）を 4月11日までに必ず送ってくだ

さい。なお、新年度から一部改正が行われ① 1

ポリエチレン 塩化ピニ）レ樹脂

スミカセンR スミリット⑲
エチレン酢酸ピニル共重合樹脂 メタアク liルンート

週間の所定労働時間が20時間以上② 1年以上引

き続き雇用されることが見込まれる③収入が年

額90万円以上あることーなどと規定されており

ます。詳細は組合事務局まで。

口職業能力開発センターのご利用を口

岐阜職業能力開発センター（岐阜市学園町

2、岐阜県人材開発センター、 0586-94-0550)

は、企業における従叢員の能力開発プラン作り

について助言。指導。情報提供を行う『能力開

発の専門相談窓口』です。

相談内容は①能力開発（教育訓練）の進め方

プラン作りのアドバイス⑫技術革新や高齢化に

対応した能力開発へのアドバイス③各種教育訓

練施設や各種給付金制度の利用などに関する情

報提供④従業員の自発的な能力開発のための情

報提供⑤社員教育ビデオなど能力開発に関する

情報や資料の提供ーなどで、ご利用ください。

岐阜県のプラスチック
1994 116号

平成 6年3月25日発行

発行岐阜市六条南 2丁目 11番地 1号

（岐阜産業会館 4階）

電話 (0582)7 2 -7 1 7 3 

FAX (0582) 7 6 -1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者 竹内安之

熱可塑性エラストマー

住友RTPE
合成ゴムSBR

エバテートR スミペックスR 住友@SBR
ポリプロピレン

住友ノープレン8

ポリス千レン樹脂

エスプライト

メタアクリ 9し樹脂

スミペックス-B~
高密度ボリエチレン

スミカセンハード

合成ゴムEPR

エスプレ入
エチレン酢酸ピニ 1レ
塩化ピニル共重合樹脂

スミグラフト⑲

住友化学工業株式会社
名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ピル）

電話 <052>201-7571 
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＊之の石油化学製品

ポリスチレン ポリプロピレン

スチレン系耐熱樹脂 高密度ポリエチレン

ポリカーポネート 直鎖状低密度ホリエチレン

GFPET カ ル プ ⑮

油］出光石油化学株式会社
東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ビル）〒100 ff 03-213-9361（代）
名古屋支店 名古屋市中区栄2丁目 1番1号 B土地名古屋どル 5F 〒460fflJ52-204-6051-3 

I偏越Pvc: ―- ―___J 

信越化学工業株式会社名古屋支店ご烏麗罰醤↑寸区名駅4-E7-E3（名古屋三井ピル東館）
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PSの進化。
NISSE!は、業界に先駆けて1910年、小型精密射出成形機PS型を市場に送り出しました。

以来、時代の要請に応え、 PS型は高機能化を図り、ハイサイクル安定成形にその真価

を発揮し、各産業界から好評をいたたいてきました。今回、PS型の実力を継承しながら、

最新の電子制御システムを搭載、高機能にさらに磨きをかけました。射出性能と操作性

の向上、FA対応など、新感覚の生産工場を可能にした価値ある射出成形機の登場ですc

NISSE!は、お客様の利益を生み出す機械をお届けしていきます。

N1ssi::1電子コントローラ≫

NISSIEI 

a輯讀詣エ婁尊式會祉
名古屋営業所／愛知県小牧市外堀2-167合0568-75-9555代

岡崎出張所／愛知県岡崎市上六名4-1-8三刷ピルlF 合0564-52-1430
三重出張所，三重県津市神戸横田 203・4 ft0592-24-0716 
睾不社・工場・技術研究所 長野県坂城町南条211Dffll268-82-30DO（大代表i
●東京事務所●テクニカルセンター／本社・相模原・岩槻・名古屋・大阪

鬱営業所 全国IIヶ所●出張所 全国21ヶ所.海外サーヒスステーショノ 28ヶ所

＿謬攀『＿―＿--―_＿-―――＿

l--―-
_

フラスチック、光ティスク、ファインセラミソク新出成形機、

IC基板成形フレス 等 、 先 皓 技 術 加 工 機 を

生産して、世界の名機として活躍しています

ティスク専用機

フラスチJク射出成形機

合丸穴巧くふ7:t ~ ~ ~因岱： 7 ふ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~‘~ ~ ~ ~、~ ~ ~ ~ ~、~ ~ / : ： ~ ； < ~: ； : : ： ; ~ ~ ~ ~ ~ ＜ ~ ~ ~ : ~ ~ ~ ~ : ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ： i ~、~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ < ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

＂とふ
~へど‘~屯ぐ ~ ； ；ベ~、 9 9 〉ぐ；~、し：9 ； ~/ ‘~ 

＠株式会社名椒製.r~刃 芦言0県大府市北崎町大根2ffく0562〉48-21111代| | 
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活きてる素材。
三菱レイヨンのプラスチック

メタクリル柑9月旨／板状品

アワ’Jライト
メ々クリル令！す9旨，射出成形ネオ中十ァヮIJペットR

ABS柱19旨

，．ィャベットABS

人三菱レイヨン
東京(272)4321／大阪(202)224|／名古屋(561)67II 
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行きはホックスとハスケッドにいつばし＼詰めて出発。ランチタイムに/夕

を関けはテーフルに早変わり。帰りは、ハスケットをホックスに入れコ

ンパクトに収納できる便和なレシャーホックスて汀。(/夕の内側は、収

納スペースになります。）

ヽ畑リコ株式会社

岐阜プラスチック工業株式会社 岐阜プラスチックグループ
総本社：岐阜市神田町9丁目 25番地（大岐阜ヒル6階） 努リス興業花 絲東北リス昧 緑四国リス（株

幾生産本部：各務原市前度東町4丁目 222番地 餘リスパックI株 魯東京リス昧 激九州リス抹

蓉リス（株 慾大阪リス（株 叙リスエンジニアリンク和


